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   令和５年度～令和７年度は最新実績年度の数値が続きますが、咲花ゲレンデ前のホテルが開

業する想定の令和８年度からは水量が一段階上昇します。 

 

業務・営業用水量 

長野県白馬ホテル開発プロジェクト 

    表１－１にあるように、咲花ゲレンデ前に 200 室規模のラグジュアリーホテルの建設が当初予

定されています。 

    ラグジュアリーホテルは大浴場やプール、水を使った修景など、日本では一般的なビジネスホテ

ルよりも多く水を使用することが知られています。ホテルの種別ごとに水使用量の実態を調査し

た結果に基づくと、建設予定のホテルは大規模リゾートホテル（125 ㎡/室×156 室＝19,500

㎡）に相当し、１室あたり平均しておよそ 1,400L/日/室の使用水量が記録されています。 

以上より、当プロジェクトで建設されるホテルの使用水量の見込みは以下のとおりとなります。 

 

  1,400L/日/室×156室÷1,000＝220㎥/日 

 

当ホテルの開業は令和８年４月１日を想定し、業務・営業用水量に上記水量を一定加算

します。 

   

 

 

 

その他の開発プロジェクト 

     前項の長野県白馬ホテル開発プロジェクトのほかにも幾つかの大規模開発が予定されてい

ますが、開発時期が未定なものも多いことから、今回推計で算定するのは開業時期が決定し

ている３つのプロジェクトのみとし、これらの水量見込みを表 1－1 のとおりに算定しています。た

だし、二股浄水場の施設規模決定の際には開業時期が決定していない開発プロジェクトの水

量も考慮します。 
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    １日最大給水量 ＝ １日平均給水量÷負荷率  

※負荷率 

計画負荷率の設定においては、施設の過小な設計を避けるために過年度で最も小さい値

を採用し、１日最大給水量を高めに推計することが慣例です。今回推計もこれに従い過去

10年間で最低を記録した平成 25年度の 57.0％を採用します。 
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二股浄水場の計画浄水量 

   今回の推計結果を基に二股浄水場の計画浄水量を表１－２のとおりとします。令和４年度の

水道ビジョン策定時は新型コロナ感染症蔓延前の令和元年度実績配水量から施設規模を決

定していましたが、今回推計では１日最大給水量を安全側に見込んだ上で施設規模を決定し

たため、計画浄水量が 6,000㎥/日→7,500㎥/日に拡大しました。 

   令和 10年度の二股浄水場の設計開始までは４年が残されており、その間の開発動向等も見

据えて施設規模は逐次見直していく予定です。また、源太郎水系や楠川水系からの融通により、

計画浄水量を減らせる可能性もあることに留意します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－２ 二股浄水場の計画浄水量 

 
源太郎 二股 楠川 合計

配水量 6,758 2,277 2,273 11,308

比率 60% 20% 20%

配水量 7,313 2,464 2,460 12,237

開発水量 1,172 1,329 501 3,001

総配水量 8,485 3,793 2,961 15,238

１日最大給水量

浄水ロス 10％を想定

計画浄水量 １日最大給水量＋浄水ロス

丸めて ㎥/日

R4配水量：2022年12月31日の実績配水量

R16配水量：二股浄水場給水開始時期、高位シナリオ、開発水量なし

項目

R4

R16

6,753

二股

浄水場

675

7,428

7,500
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水需要予測のまとめ 

 推計結果表 

  二股浄水場からの給水開始予定年度である令和 16 年度までの推計結果表を次ページ以降

に掲載します。 
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用途別水需要予測 
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口径別水需要予測 

 

 

 

 

 

 

給水世帯数の減少に合わせて生活用の小口から調定件数を減算するような推計としたため、

φ13 が減少していくような推計となりました。また、口径別の調定水量は図１－１４のとおりであり、

生活用が多くを占めるφ13の水量が減少していく点では変わりありませんが、φ25やφ50はホテ

ル開発の水量を追加したため、その分だけ動態がやや異なります。 
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